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平成２７年６月第２回八街市議会定例会会議録（第７号） 

………………………………………………… 

１．開議 平成２７年６月２３日 午前１０時００分 

１．出席議員は次のとおり 

    １番 長谷川 健 介 

    ２番 鈴 木 広 美 

    ３番 服 部 雅 恵 

    ４番 小 菅 耕 二 

    ５番 小 山 栄 治 

    ６番 木 村 利 晴 

    ７番 石 井 孝 昭 

    ８番 桜 田 秀 雄 

    ９番 林   修 三 

    10番 山 口 孝 弘 

    11番 小 髙 良 則 

    12番 川 上 雄 次 

    13番 中 田 眞 司 

    14番 古 場 正 春 

    15番 林   政 男 

    16番 新 宅 雅 子 

    17番 加 藤   弘 

    18番 京 増 藤 江 

    19番 右 山 正 美 

    20番 丸 山 わき子 

    21番 鯨 井 眞佐子 

    22番 湯 淺 祐 德 

………………………………………………… 

１．欠席議員は次のとおり 

    な  し 

………………………………………………… 

１．地方自治法第１２１条の規定による会議事件説明のための出席者は次のとおり 

○市長部局 

・議案説明者 

市 長   北 村 新 司 

副 市 長   榎 本 隆 二 

総 務 部 長   武 井 義 行 
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市 民 部 長   石 川 良 道 

経 済 環 境 部 長   麻 生 和 敏 

建 設 部 長   河 野 政 弘 

会 計 管 理 者   醍 醐 真 人 

財 政 課 長   江 澤 利 典 

都 市 整 備 課 長   大 木 俊 行 

・連 絡 員 

秘 書 広 報 課 長   鈴 木 正 義 

総 務 課 長   山 本 雅 章 

道 路 河 川 課 長   横 山 富 夫 

………………………………………………… 

○教育委員会 

・議案説明者 

教 育 長   加曽利 佳 信 

教育委員会教育次長   吉 田 一 郎 

………………………………………………… 

１．本会議の事務局長及び書記は次のとおり 

  事 務 局 長   藏 村 隆 雄 

  副 主 幹   梅 澤 孝 行 

  主 査   中 嶋 敏 江 

  主 査 補   須賀澤   勲 

  主 査 補   居 初 理英子 

………………………………………………… 

１．会議事件は次のとおり 

 ○議事日程（第７号） 

                     平成２７年６月２３日（火）午前１０時開議 

    日程第１ 議案第１０号 

         質疑、討論、採決 
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○議長（湯淺祐德君） 

  ただいまの出席議員は２２名です。したがって、本日の会議は成立しました。 

  これから本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は配付のとおりです。 

  傍聴の方に申し上げます。傍聴人は、傍聴規則第８条の規定により、議事について可否の

表明、または騒ぎ立てることは禁止されています。また、携帯電話をお持ちの方に申し上げ

ます。電源を切るか、マナーモードに切りかえるようご協力ください。 

  日程第１、議案第１０号に対する質疑を行います。 

  質疑の通告がありますので、質疑を許します。 

  なお、会議規則第５７条及び議会運営等に関する申し合わせにより、各議員の発言時間は

答弁を含め４０分以内とし、質疑回数の制限は設けません。また、上程された議案について

の質疑でありますので、議題外にその範囲が広がらないようにお願いいたします。 

  ７名の方から質疑の通告がありました。最初に、桜田秀雄議員の質疑を許します。 

○桜田秀雄君 

  それでは、議案第１０号について質問をさせていただきます。 

  予算書ですが、１１ページ、歳出の榎戸整備事業費３億４千３００万円についてお伺いを

いたします。 

  この予算は、榎戸駅自由通路及び駅舎橋上化受託事業費ということで、総事業費１５億９

千９００万円のうち、平成２７年度分となっております。６月３日でございますけれども、

一般質問の中で、榎戸駅事業の進捗状況を質問し、現在ＪＲ千葉支社と詳細設計について協

議中であるとの答弁をいただいたばかりです。 

６月１４日の朝刊に折り込まれたチラシは、私にとっては大変ショックでした。すぐに担

当課の窓口に飛んでいき、担当課から経過説明を求めたわけですが、担当課の話によると、

当初、９月定例議会に提案を予定したと。しかし、皆さんが早く早くというから、今６月議

会に提案するための準備をしていますというお答えでございました。 

急遽６月議会に提案をしたその理由について、お伺いをいたしたいと思います。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  榎戸駅の整備事業でございますが、こちらにつきましては早期着工、完成を目指しており

ました。本来であれば、平成２７年度当初予算に計上する予定でございましたが、ＪＲ千葉

支社の方で詳細設計を行っておりましたが、ここにきまして、人件費・資材等の高騰がござ

いまして全体事業費がかなり膨らみました。このことから、我々としましては、ＪＲ千葉支

社において、全体設計の見直しをしていただきたいということの要望をいたしました。この

ことから、ＪＲ千葉支社で詳細設計を行っておりましたが、この議会開催中の６月１０日の

夜にＪＲから全体事業費の提示がございました。その後、次の日に、庁舎内での協議を行い

まして、この６月定例議会に上程するという運びになったものでございます。 

  上程が遅れることによりまして、今後の国庫補助事業や工期等に大きな支障が出ることが
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あると思われることから、この６月に出したものでございます。 

  以上でございます。 

○桜田秀雄君 

  担当課が、皆さんが、皆さんがというから今準備しているのだと、こういうお話でござい

ました。今の話を聞きますと、６月１０日ですか、ＪＲの方から話があって、最終的には１

１日に庁舎内で本議会に提案をしていこうという話になったということでございますけれど

も、私たちは早くしてくれという立場にありません。また、議長に伺いましたら、私も催促

した覚えはないという話だったのですが、これは民間人がこんなことをおっしゃる話はござ

いますよね。上司の指示であればこれは指示ですから、私はこれは議会関係者からの話もあ

ったのではないかと思うのですが、その辺、わかっている範囲で結構ですけれども、お答え

願います。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  一般市民の方から、よく我々都市整備部の方には、電話、窓口の方に今の榎戸駅の改修状

況については問い合わせがございます。ただ、今言われたとおり、議員からのそういう要請

とかの内容についてはございません。 

○桜田秀雄君 

  ６月１１日に役所内で追加提案の方針が決まったと、こういうことでございますけれども、

決まれば当然議会事務局と相談をすることになろうと思うのです。事務局も、会期がありま

せんから時間がない。そういうことで早くしてくださいと、これを言うのは当然でありまし

て、また、そういう相談があれば、議長・副議長にお話がいくことも、これは議会運営上当

然のことであろうと、私は思うんですね。 

  しかし、そういう職務上知り得たというか、そういう情報をもとに情報を市民の皆さんに

提供する、こういうことは、これは職務上知り得た秘密ですから、これはあってはならない

と私はこのように思うんですね。榎戸駅改良については、国鉄当時、一回橋上化の話があり

まして、失敗した経緯もございます。ですから、慎重に事を運ぶ必要があると私は考えてい

たわけでございますけれども、６月２０日の新聞報道にも載っておりますけれども、副議長

が辞職なさった。こういう報道がなされております。市長や職員の皆さんが一生懸命やって

いるのに、この事業に汚点を残してしまった。そういう意味では大変残念であると思います。 

○議長（湯淺祐德君） 

  桜田秀雄議員に申し上げます。議案第１０号に対しての質疑でございますので、質疑を変

えていただきたいと思います。 

○桜田秀雄君 

  それでは、駅舎橋上化及び自由通路設計に至った経緯、これについて具体的にお話を伺っ

てまいります。 

  総事業費は１５億９千９００万円ということでございますけれども、一般質問の中で、執

行部から詳細な答弁がありましたけれども、榎戸駅に自動改札機、これは置かないと、現状
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と同じようにタッチパネル方式の改札機という答弁がありました。ということは、４月１日

から職員の配置時間、営業時間、これが短縮されました。そういう意味からすると半無人駅、

こういうことになりますけれども、こうした事業に１６億円もの投資とは、ちょっと私も考

えさせられるなと思っているわけでございます。 

  ＪＲとの話し合いの中で、１つ目には、単純に東口だけを改修すると、２点目には既存の

駅舎を利用したまま東口を改修する、３番目に既存の跨線橋を利用して安価に整備するなど、

さまざまな案が検討されたと、このようにお伺いをいたしております。 

  結果的には、今提案されている必要最小限な施設で利用者の利便性向上となる東西自由通

路及び駅舎橋上化の建設になったということでございますけれども、この交渉の過程で、Ｊ

Ｒの見解、厚い壁があったと思うのですが、大変ご苦労なさったと思うのですが、その辺Ｊ

Ｒはどのような見解を持っていたのでしょうか。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  榎戸駅の改修につきましての経緯でございますが、まず、単純に東口を開設する。これに

つきましても、八街市としては平成１３年から、地元区と榎戸周辺地区の方々とお話をして

おりましたが、その中でも、東口を作るだけの案、あとは自由通路を作るだけの案を含めて、

ＪＲとの協議をしておりました。ただし、ＪＲの基本方針といたしましては、人件費また維

持管理費の面から、一駅に一改札口、これは八街とか榎戸駅にかかわらず東日本千葉の方針

でございますが、１つの改札口ということでございました。このことから、東口改札口の開

設は認めないと、これがＪＲの見解でございます。 

  また、仮にＪＲが改札口の開設を許可したとしても、東口を作る用地が東側にはございま

せんので、結果的には設置できないというふうに判断しております。 

○桜田秀雄君 

  議案提出前の説明の中で、既存の跨線橋、これについてのお話がありました。現在の跨線

橋は基準を満たしていない、こういうことでございますけれども、ＪＲには電車の運行に支

障を来さないように、いわゆる建築限界、こういうことを基準として設けております。例え

ば、電車の窓からお客様が身を乗り出したりあるいは手を出したりした場合に、障害物にあ

たらないように、電柱や構造物については一定の距離を置くと。あるいは駅構内については、

状況については、昔は蒸気機関車でございましたからよかったのですが、電化になり、電車

になりました。こういうことになりまして、電車の上にはパンタグラフがつくようになりま

した。当然、このパンタグラフも４～５０センチ高くなります。また、その上には電源をと

る架線というものが流れておりまして、この架線をつるすロープ、これが３０センチ以上は

ないといけないと、こういうことになっておりますから、当然そこには電流が流れておりま

して、約３万ボルトの電流が流れております。そういう意味で、現在の跨線橋は５．５メー

トルでございますけれども、新しい基準では７．５メートルと、このようになっているのだ

ろうと思います。 

  そうしたさまざまなＪＲの中の制約がございますから、橋上化はやむを得ないのかなと私



－２６２－ 

は思っておりますけれども、ある意味では正しい選択ではなかったのかなと、このように思

っております。 

  次に、事業についてお伺いをいたします。事業経費の負担割合はどのようになっているの

か、まずお伺いをいたします。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  今回の事業費の負担割合でございますが、八街市が１５億９千９００万円、ＪＲが７千２

００万円でございます。 

○桜田秀雄君 

  平面図をちょっと見せてもらったのですが、エレベーター、いわゆるラッチといいますけ

れども、改札口を。ラッチ内のエレベーターについても費用の負担を求められていると思う

のですが、その辺はいかがですか。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  今回の経費負担につきましては、平成２２年に出されました国土交通省の自由通路の整備

及び管理に関する要綱、この中で定められておりまして、まず駅の、今ある駅と同等のもの

を整備した場合と、それと今ある残債の価格を引いたものと、改札内、今言われましたその

中のエレベーターの設置費用の３分の１を、それと下りホームの上屋の設置については、Ｊ

Ｒが負担するということにされております。 

○桜田秀雄君 

  工事が完了いたしますと、当然不動産登記をなさると思います。このときに、このラッチ

内のエレベーターについては、どのような取り扱いになるのでしょうか。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  その辺につきましては、今後ＪＲと協定を結びますので、その中で検討していきたいと考

えております。 

○桜田秀雄君 

  皆さん聞いて、ＪＲの負担が本当に少ないなと、こういうふうに皆さん受け取っているの

だろうと思うんですね。ＪＲの基本的な考え方は、将来、登記をしてＪＲの財産になること

については一定の金を出しましょうと、それ以外のことは、今の駅でも十分間に合うので、

営業的には。そういうことから、市の方から、ぜひとも橋上化をしたいという話があったの

で、そのお金はみんな市の方で出してくださいよと、これは基本的な姿勢でございまして、

今までよその駅舎改築もやってきましたけれども、ほとんど同じような内容でございます。 

  次に工事についてお伺いするわけですが、工事事業者の選定について、これは鉄道という

特殊性がございますから、工事の主体、これはＪＲになるのかなと思うのですが、その辺の

取り扱いはどのようになるのですか。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  榎戸駅の整備につきましては、本市とＪＲ東日本千葉支社で、工事施工に関します協定を

締結いたします。その後に、この趣旨にのっとりまして、ＪＲ千葉支社が業者選定をするこ
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とになりますので、八街市が直接関与することはございません。 

○桜田秀雄君 

  工事期間についてですが、３年間を要すると、こういうお話を伺っております。 

  ご存じのように、今ＪＲ千葉駅は駅舎改良、駅ビル工事が行われております。これは、た

しか１３年から始まって１８年に工事が完了するという内容でございます。全ての電車を動

かしながらの工事ですから時間がかかるわけですが、あれだけの大規模な工事でも５年で終

わると、こういうことなんですね。それに比べると、この榎戸駅の駅舎改良３年というのは

長いのではないかと、そのように思うのですが、その辺についてはどのように考えています

か。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  工事期間につきましては、本議会でこの追加議案が議決されましたら、ＪＲ千葉支社と協

定の締結に入ります。実際、協定の締結につきましては、本社決裁になりますので、９月、

１０月になろうかと思います。その後に、ＪＲ千葉支社の方で業者選定をしまして、契約。

そうしますと、実際に工事に入るのが年明けになるかと思います。 

  ＪＲ千葉支社の内容でいきますと、３カ年ですので平成３０年度、３１年３月末を一応工

期として見ておりますが、この工事費、事業費について少しでも削減するために、工期の短

縮を今図っております。工期の短縮ができるように夜間だけてはなく、昼間できるところに

ついてもやろうというふうに今検討しておりますので、この３カ年をもっと割るのではない

かというふうには考えております。 

○桜田秀雄君 

  地元の皆さんも早く開業してほしい、こう願っていると思いますので、その辺についても、

これからできる範囲でご努力を願いたいと、このように思います。 

  次に、トイレ問題について若干お伺いをいたします。 

  平面図を見ますと、トイレはいわゆる自由通路、そしてラッチ内には設けられず、いわゆ

る西口の１階、この部分に作るのだということで、東口には設計がされておりません。この

辺については、せっかく利便性の向上を図るためにこれだけの税金をつぎ込んでやるという

のですから、東口の泉台とか藤の台、白樺台、総武台、そういう皆さんが来てすぐにトイレ

が使える、そういう状況が望ましいだろうと思うのですが、その辺についてはどういうお考

えをお持ちなんでしょうか。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  今回の整備事業につきましては、駅利用者の利便性及び安全性の確保、こちらが重要だと

思っております。あとは、慢性的な渋滞の解消がありますので、西口には簡易的なロータリ

ーを設置する考えでございます。その中で、現在あるトイレについては、このままトイレを

壊さないと、見通しが悪く交通的にかなり危険だろうと。それから、ロータリーの部分につ

いてもかなり横長に広いという形で、ロータリーが広く使えなくなるということで、やむな

く、今回のトイレについては撤去する方向でございます。 
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  それから、今回作る駅につきましては、西口の階段下１カ所になりますが、これにつきま

しても事業費を少しでも抑えるために、この１カ所になっておりますので、ご理解いただき

たいと考えております。 

○桜田秀雄君 

  既存のトイレ、立派なものがありますけれども、これはまだ建設して１０年はたっていな

いと思うのですが、私はもったいないなと思うんですね。当然、今回東口にはできませんか

ら、将来、必ず地元の皆さんから不便だと、東口にトイレをつくってくれ、こういう話が出

てくると思うんですね。その辺について再検討をする、そういう余地はないですか。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  まず、既存のトイレにつきましては、先ほど申したとおり、このトイレを解体しないこと

にはロータリーができない状態です。かなり厳しい状態であります。それから、東口の方に

トイレということでございますが、東口、先ほども申しましたが、駅東側には市の用地がご

ざいません。ですので、このトイレを作る場所もないということも１つであります。それか

ら、トイレにつきましては、つくった後の維持管理もかなり出てくるということで、今のと

ころ検討する余地はございません。 

○桜田秀雄君 

  今、課長の方から、東口にロータリー問題の話が出ました。そこでお伺いをするわけです

が、東口、西口とも用地の取得は済んでいると、こういうことをお伺いいたしております。

これまで買収に要したお金は幾らほどかかっているのでしょうか。面積を含めて。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  用地の購入につきましては、まず西口広場として、全体面積が１千６百９９．６８平米。

購入価格につきましては、４千６０３万７千９４２円。東口広場として購入していますのが、

１千１８３．８９平米、購入価格は３千９６６万３１５円でございます。 

○桜田秀雄君 

  今回提案されたこの予算の中には、そのお金は入っておりませんけれども、この広場につ

いて、今後整備をしていくわけでございますけれども、それにかかる経費はどのくらいを見

込んでいらっしゃるのでしょうか。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  この広場につきましては、西口につきましては、一応設計の方が終わっております。概算

ですと５千万円程度が西口広場の整備です。ただ、これにつきましては、西口の広場はほと

んどがＪＲ用地になっておりますので、ここにつきましては、基本協定を締結したときに、

ＪＲから買い取りをするということになっていますが、この金額は入っておりません。 

  それから、東口につきましては、今後、今年度設計をかける予定でございます。ですので、

どのくらいかるかというのは、これから試算されることになっております。 

○桜田秀雄君 

  最後に入りますけれども、今回は、議会あるいは市長のご理解をいただきまして、重要な
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案件ですから、会期を延長しまして十分な審議ができる、こういう環境を整えました。 

  市長、時々、最近は最終日に追加議案というのが出てまいります。そして、その場で議案

が出されて、はい審議してくださいと、こういう慣例が長く続いてきました。それでは、私

たちは市民の皆さんのご期待に応えることができない、このように思うんですね。これから

は、これを教訓にしまして、議会と当局と話し合いをして、最終日に出された議案について

は、もう会期を延長してやるんだよと、こういう前例をつくっていただいて、十分な審議が

できるように取り計らいをお願いしておきまして、私の質問を終わります。 

○議長（湯淺祐德君） 

  以上で桜田秀雄議員の質疑を終了します。 

  次に、小髙良則議員の質疑を許します。 

○小髙良則君 

  それでは、私の方から若干質問させていただきたいと思います。 

  大まかな説明は、全員協議会または議案説明でいただいておりますので、詳細について若

干お聞きするわけですが、その前に、北村市長に、この東口開設に向けて、今、議案が上程

されているわけですが、東口に対する思い入れのようなことを、ちょっとお伺いしたいと思

います。 

○市長（北村新司君） 

  今般、このように議案として上程できましたのは、地元の皆様の今までの長い間の熱意、

そして東口開設をお願いするという長い間のあの地区の皆さんの努力が、今回形としてあら

われることになりました。今回上程する運びになったのは、何を置いても、あの地域の皆さ

んの結束した努力のたまものだというふうに思っています。 

○小髙良則君 

  本来、泉台の大きな住宅地を抱えている東口ですから、早くできていれば、利便性、また

近隣住民をはじめとした多くの方が便利に榎戸駅を活用できたのかなと思っております。ま

た、昨今、少子高齢化が進み榎戸駅の利用者が減少しているようですが、これを機に、榎戸

地区の促進も図っていかなくてはいけないのかなと、私は考える次第でございます。 

  それに伴って、周辺整備も同時に考えていかなくてはいけないと思います。費用もかかり

ながら、またさまざまな法令、条例に準じていかなくてはいけないと思うのですが、ただ、

安易に東口を開発するだけではいけない。八街駅の場合には、再開発事業が伴っていたわけ

です。榎戸駅は東口開設だけでなく、周辺も同時に考えていかなくてはいけないと思うので

すが、その点はいかように考えているか、お伺いいたします。 

○総務部長（武井義行君） 

  榎戸駅の周辺整備、これにつきましては、３月定例会でご承認いただきました八街市基本

構想、この中にも土地の利用ということで、榎戸駅周辺を、機能の充実を図りながら住宅市

街地、それから都市機能をあわせ備えた都市副次核としての土地利用を進めるということで

うたっております。 
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  具体的には、これからいろいろ検討していかなければならないところなんですが、八街市

の活性化、これを目指すためにも、いろいろな関係機関と連携をとりながら、作業を進めて

まいりたいと考えております。 

○小髙良則君 

  まず、利用者減少から利用者増加までを考えていかなくてはいけないと思います。街並み

を作るには、基本構想をもととしてしっかりやっていかなくちゃいけないわけですが、八街

市には農用地、休耕地、遊休地がございます。それらの土地利用も今後は課題になってくる

のではないかと考えますが、若干離れているのかもしれませんが、やはり、榎戸駅口開発に

あたって大事な案件なので、その農地の例えば転用だったり、また市外からの、今はアンテ

ナショップぼっちからいろんなところにＰＲ活動をしているわけですが、それも含めてやっ

ぱり人口流入と企業誘致と重なってくると思います。それらの緩和策というものも必要にな

ってくる。 

  自治体の中には、工業団地を持っているところは、初年度の税金をある程度優遇措置をし

たりなどありますけど、八街市もそういうことを考えていかなくちゃいけないのかなと思い

ますが、その考え方をお伺いいたします。 

○総務部長（武井義行君） 

  今お話にありましたように、工業団地とかいう、これは過去にもいろいろ市でも検討して

まいりましたが、工業団地につきましては、残念ながら八街市に河川がないということで、

その雨水の処理の問題から、なかなか計画が進まなかったという経緯もございます。 

  確かに、農用地等の規制等もございますので、その辺もいろいろと県、また国の関係機関

とも協議しなければならないのですが、八街市が目指す姿というものを検討し直した中で、

この活性化に向けて進めたいと思います。その第一歩として、この榎戸駅の整備があるとい

うふうに考えておりますので、今後、十分その方向に向かって努力してまいりたいと思って

います。 

○小髙良則君 

  本来でしたら、ＪＲは民間ですから、切符を買って、お金を払って、電車に私たちは乗ら

せていただいております。ですから、民間である事業者が利用者のために、利用促進、利便

性のために駅の改修、またバリアフリー化を進めなくちゃいけないのかなと。本来、皆さん

そういうふうに考えております。しかし、ＪＲとしての考えは、どこかでお聞きしたように、

改札は１つで対応していく。そのためには現状の１つの改札口のままだと。ただ、跨線橋に

対しては、高さ規制が、現状のものでは若干、３０センチ程度ですか、高さが足りないとい

う話がございました。その中で、要望されていた榎戸駅ができるわけですが、本市の税金、

またいろいろな補助金等を使うわけですから、よりよいものをつくって、より利用してもら

わなくてはいけません。また、求められる側、求める側で立場が違ってきて、当然費用の負

担が変わってくるのかなと思います。 

  本来、ＪＲさんがやらせてくださいといった場合には、費用はＪＲが多く出すのかなとい
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う考えはございますが。八街で公共事業、また一般財源を使う。それによって、今後、八街

市の予算編成が大変厳しくなっていくのではないかと考えるわけですが、今後の予算編成に

おいての影響はどのように考えているのか、お伺いいたします。 

○財政課長（江澤利典君） 

  それではお答えいたします。 

  今後の財政状況ということでございますけれども、確かにこの榎戸整備事業費につきまし

ては１５億９千９００万円という形で、かなり事業費的には大きな数字だと思われます。た

だし、その財源の内訳を若干説明させていただきますと、１５億９千９００万円の財源の内

訳といたしましては、国庫補助金が１５億９千９００万円の４０パーセント、６億４千万円

ほど予定をしております。その他今申しました起債費、公共事業等債ということで起債が約

８億６千万円、そのほかに千葉県市町村振興資金ということで約６千７００万円、それで最

後に一般財源ということで２千８００万円ということで、極力一般財源を充当しない方向で

考えております。 

  そうした中で、今後の財政状況の推移ということになるのですが、起債の公債費につきま

しては、来年、平成２９年度からクリーンセンターの建設事業の起債がなくなりますので、

その分が実際に、今、財政推計の中で計算をしておりまして、その中で約２億円の起債が減

るというような形になろうかと思います。そうした中で、行財政改革推進室で進めている歳

入の確保等を考えながら、着実に進めていくことで対応をしてまいりたいと考えております。 

○小髙良則君 

  歳入の確保、限られた歳入だけではなくて、僕は一般質問でもしていますけれども、ぜひ

歳入の向上を考えて事業推進を進めていただきたいと、お願い申し上げます。 

  細かいところですが、工事３年中、概ね最後の３年目が実際的な工事着工期間になるのか

なと思いますけれども、夜間工事が多くなると思います。近隣説明、また騒音等の近隣対策

はどのように考えているのか、お伺いいたします。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  工事中の騒音等につきましては、今現在、事業者は決定されておりませんが、決定されま

したら、まず周辺地域に対しての広報活動、または貼り紙等でお知らせしたいと考えており

ます。 

○小髙良則君 

  すみません。質問が予算になったり飛んでいますけど、実際、自由通路になると、維持管

理費がかかってくると思います。当然、八街駅にあるように防犯カメラを付ける、またその

防犯カメラの費用、管理、照明は今のことですから恐らくＬＥＤ化で電気代の節約を図るも

のだと思いますが、まず、防犯カメラの設置についての考えからお聞きします。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  八街駅につきましては防犯カメラがついております。榎戸駅については、現在のところま

だ考えるというか入っておりませんが、これにつきましては、この３カ年の中でどういう形
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で進めていくのかを検討していきたいというふうに考えております。 

○小髙良則君 

  恐らく、駅近くに交番はありますけど、後から付けるのであれば当初から盛り込んだ方が

いいのかなと思いますが、協議の中で、できるのであれば、ぜひ検討いただきたいと思いま

す。 

  また、現行の計画の中での年間の経費は、どのように完成後算定しているのか、お伺いい

たします。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  まず、榎戸駅ではなく八街駅の方からちょっとご説明させていただきたいと思います。 

  八街駅につきましては、年間約１千５００万円の経費がかかっております。このうち駅広

場の清掃または自由通路の清掃等で４２０万円程度、あと各種、エレベーターとかエスカレ

ーター、こちらの方で２５０万円程度、それから光熱費が４５０万円、こういうものをもろ

もろ入れますと年間約１千５００万円かかっております。 

  榎戸駅はどうなるかといいますと、通路とか駅前広場の清掃等がございますが、これにつ

きましては、地元の方とお話し合いをちょっと今させていただきまして、極力地元の方、榎

戸駅ということで、地元の駅ということでご協力いただくところがあれば、ご協力いただき

たいという形で今話を進めております。 

  ですから、この清掃業務についてはまだわかりませんが、それ以外の保守点検等につきま

してはそこそこかかりますので、八街駅が１千５００万円ですから、６００万円、７００万

円はかかるのかなというふうには試算しております。 

○小髙良則君 

  榎戸駅の完成予想図面のようなものを見せていただきましたが、上屋がございます。その

上屋というのは、この費用負担は上屋の部分はどこなのか、また何両までこの上屋は対応し

ているのか、お伺いいたします。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  ホームの上でございますが、上りホーム、こちらは市が負担しております。下りホームに

つきましてはＪＲに負担していただくと。これは、本来でいきますと、ホームの上屋につき

ましては、ＪＲは負担しないというふうになっていたのですが、協議の中で、ＪＲが下り線

のホームについては負担するというふうになりました。 

  メートルにつきましては、約８０メートルを予定しております。ホーム全体にはかかりま

せん。ホームの上の８０メートルに上屋が付くという形になっております。 

  それから、車両が何両までこれが確保できるかというと、ちょっと難しいところですが、

５両ぐらいはできるのかなと。 

○小髙良則君 

  ８０メートルでしょう。 

○都市整備課長（大木俊行君） 
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  １両２０メートルとすると４両ですね。４両ほどがカバーできるかなというふうに思って

います。 

○小髙良則君 

  そんなに長い電車は走っていない、特急電車は長いのですけれど。ただ、全部の車両分の

長さが付けばいいのですけれども、用地に限りもあるので仕方がないと思いますが。ただ、

ホームの延伸だけはしていただけるということで、いいかなと思っております。 

  続いて、先ほどロータリーの話が出てきました。西口広場は５千万円程度で整備すると。

東口はこれからだということですが、西口広場の整備の時期、また東口がこれから予算を組

んで議会に図ったりするのでしょうけど、荒れたままそのままというわけにもいかないので、

西口、東口の整備をどのくらいの時期に想定しているのか、お伺いいたします。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  まず、東口でございますが、東口については、現在駐車場として使われておりましたので、

舗装はされております。東口につきましてはちょっと駅から、駅というか自由通路をおりた

ところからちょっと離れておりますので、利用目的といたしましては、送迎車のＵターンと

して使われるのかなというふうには考えています。ですので、もし、この今の財政状況です

からどこまで整備できるか、これは今年度の設計の中でも決めていきますが、可能な限り今

あるものを使って、東口については簡易的なもので対応できればなというふうに考えており

ます。 

  西口につきましては、これはロータリーができないと渋滞緩和にはなりませんので、何か

しらのロータリーをこの３カ年間でよく考えていかなければいけないとは考えています。こ

れも、今後、財政状況を見ながら、どのような整備ができるのかを検討していきたいと考え

ております。 

○小髙良則君 

  東口が開設しますと、ロータリーが道路を横断しないといけないわけですが、その安全性

の確保についても一緒に、並行して考えるべきだと思います。どのように考えているか、お

伺いいたします。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  東口につきましては、現在、駅から泉台側に沿って市道１０４号線に自転車置場がござい

ます。この部分を改良いたしまして、その部分を車寄せにする予定でございます。ですので、

１０４号線、泉台から上がってきた車については、車寄せで車が止められる。で、反対方向

からきた車については、申し訳ないのですけれども、先ほどの駅広場整備をここでやります

ので、その中で車を回していただきたいというふうに考えております。 

○小髙良則君 

  自転車置場は、そうするとどうなるのか、お伺いいたします。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  自転車置場については、これは重要なものですので、これも今言っている駅広場の中に、
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もしできれば、この辺を考えていきたいというふうには考えております。 

○小髙良則君 

  道路側、事故があったらいけないので、歩道の設置はもちろんですが、押しボタン式の信

号等の設置の検討は求めておきます。 

  東口の名称を考えたことがございますが、ただ東口というのはどうなのかなと思いますけ

ど、東口も西口も含めて、東京駅だと八重洲口とかいろいろあるわけですが、その名称につ

いてちょっとお伺いいたします。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  現在のところ、まだ東口という言い方をしていますが、これにつきましては、皆さんのご

意見を伺いながら、決定していきたいと考えております。 

○小髙良則君 

  駅口の名称、住所もそうですけど、八街中央という開発したところの住所になりましたが、

一度付けると変えられるものではなかなかないと思いますので、大いにちょっと期待してお

ります。 

  次に、西口ロータリーについて先ほど説明がありました。決して大きな敷地を持った場所、

広さを持っているわけではありませんが、先日、議会で視察したときに、あそこが通り抜け

できれば大変有効活用できるのかと思いました。その先には、見た限りですが、個人の私有

地というか雑種地のようになっているところと、あと畑が広がっていたわけですけど、そこ

に一本道路を抜いていただけると、利用者も混雑、入り口が線路沿いと、旧スタンドの信号

から入ってきたところと今は２本なので、その先に抜けられたらいいのかなと思うのですが、

そういうことを検討していただきたいと思うのですが、いかがでしょうか。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  榎戸駅につきましては、先ほどから申していますとおり、かなり財政的に厳しい中で、や

っとここまでこぎつけております。今言われたとおり、確かに１本中に通れば、交通の便と

してはかなり有効かなと。ただ、今回の工事につきましては、その部分について借地をして

おります。今後、その辺についても、できればいいかなとは思いますので、検討をさせてい

ただきたいと思っております。 

○小髙良則君 

  作るのでしたら、将来にわたってよりよい活用ができる方策を模索しながら進めるべきだ

と思うので、ぜひ地権者の方々、関係する方々のお話を聞きながら検討は重ねていただきた

いと思います。 

  駅の西口も東口も現状で防犯灯はやや少ないのかなと。駅の東口が開設することにより、

利用者が増えまして、徒歩の方とかいろいろあると思います。また、並木道は定期的に剪定

はされているのですが、まだまだ駅周辺にもかかわらず夜道が大変暗いと、私は認識してお

ります。直接の駅の予算ではないとは思うのですが、防犯灯の増設をも含めた防犯対策も求

めるわけですが、いかがでしょうか。 
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○都市整備課長（大木俊行君） 

  西口のロータリー整備につきましては、今後検討していく中で、防犯カメラ、防犯灯を含

めまして、どういう形で整備をするのが一番いいのか、その辺も含めまして検討させていた

だきたいと思います。 

○小髙良則君 

  ありがとうございました。以上で私の質問を終わりますが、執行部にあっては、さまざま

な検討を重ねていただいた上程ということで、今後も１つ１つ石橋をたたきながらぐらい慎

重に進めていただきたいなという考えをお伝えしまして、私の質問を終わります。 

○議長（湯淺祐德君） 

  以上で小髙良則議員の質疑を終了します。 

  会議中ではありますが、ここで１０分間の休憩をいたします。 

（休憩 午前１０時４９分） 

（再開 午前１１時０２分） 

○議長（湯淺祐德君） 

  再開します。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、石井孝昭議員の質疑を許します。 

○石井孝昭君 

  それでは、質問に入らせていただきます。 

  このたびの整備に関しましては、榎戸駅周辺地区について、平成１３年度より周辺区長や

市民からなる榎戸駅周辺街づくり勉強会が発足して、平成１９年には榎戸駅周辺整備促進協

議会が設立されました。ＪＲ榎戸駅周辺の住民の皆様においては積年の思いであるというふ

うに、そういう思いの中で質問に入らせていただきます。 

  金曜日に閉会の予定が今回の延長議会ということで、議案第１０号が先般上程をされまし

た。まず、北村市長にご質問をさせていただきたいと思います。 

  北村市長におきましては、このＪＲの榎戸駅整備、市長選の公約であったというふうに理

解をしておりますけれども、よく公約では一丁目一番地の公約だとかという話がありますけ

れども、この榎戸駅整備について、市長、何丁目の何番地の公約に位置しますでしょうか。 

○市長（北村新司君） 

  先ほども小髙議員に申し上げたところでございますけれども、この件につきましては、公

約というよりも長い間の地域の皆さんの熱意、この熱意を私としては今回上程させてもらっ

たところでございます。 

  先ほども申し上げましたように、榎戸駅、何とかならないかという、あの地域の皆さんの

長い間の思いを、そして今回上程するこういう形になったということでありまして、改めま

して地元の皆様に、逆に敬意を表したいというふうに思っています。 

○石井孝昭君 
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  市長におきましては、周辺の今日は傍聴者の皆さん、その思いの中で来られていると思い

ます。前市長時代から懸案事項でありました思いが、この北村市長の中で上程されたという

ことは、非常に市長の強い思いの中で、お酌み取りいただいているものというふうに理解を

しております。 

  それでは、幾つか質問をさせていただきたいと思います。 

  このＪＲの新榎戸駅ということですけれども、先ほど答弁の中ではいろいろ課長よりあり

ましたけれども、榎戸駅の駅長さんというのは、これは置くのか、置かないのか、ご質問し

ます。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  榎戸駅には置かないと聞いております。こちらについては、佐倉管内、管轄になります。 

○石井孝昭君 

  自動改札機は置かないということ、出口は１カ所ということ、それでタッチパネル方式と

いうことですけれども、予定事務員の総数、管理者数はどのくらいの数字なんでしょうか。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  その辺につきましては、今後の協定の中でもう少し協議をさせていただきたいと。まだ今

現在では決定しておりません。 

○石井孝昭君 

  それは、今後の推移を見させていただきたいと思います。 

  平成２７年度３月議会では、思い起こしますと、この予算編成をする中で、非常に産みの

苦しみでこの２７年度が可決されたというふうに理解をしております。そのようないろいろ

な苦しさの中で予算編成をして今執行しているわけですけれども、このＪＲ榎戸駅の改築、

建設の予算等について勘案されたでしょうか、ご質問いたします。 

  予算編成の中で、今回上程されて、これから予算ということになるのですけれども、非常

に予算が厳しい中で、産みの苦しみの予算が今執行されております。２８年度予算、来年度

予算の予算編成に、この榎戸駅はどのような影響が出てくることが予測されるか、推察され

るか、ご質問いたします。 

○財政課長（江澤利典君） 

  先ほど若干説明をさせていただきましたように、今回の榎戸整備事業のこの１５億９千９

００万円の財源につきましては、国庫補助、起債、振興資金、一般財源ということになって

おります。その中でも極力一般財源を充当しない方向で、特別な財源を充当するような形を

とっております。 

  したがって、平成２８年度の当初予算の編成につきましては、いろいろと特別財源関係も

いろいろ調査しなくちゃいけないところもありますけれども、この榎戸駅に関しての一般財

源の充当率は今申しましたように、全体で約２千８００万円ということですので、影響はな

いものと考えております。 

○石井孝昭君 
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  影響はないという課長の答弁をいただきました。非常に安心はいたしましたけれども、市

税収入の確保、市税が幾らか上がっているのではないかと。景気が多少浮揚しているという

中で、その市税収入の確保とこの市の起債額、起債率は非常に相関関係にあるというふうに

理解をしております。基準財政需要額の中で経常収支比率、この推移をどのように見ていま

すでしょうか。 

○財政課長（江澤利典君） 

  経常収支比率ということでございますけれども、地方公共団体の財政構造の弾力性をあら

わしております。すなわち、人件費、扶助費、公債費などの経常的な経費に地方税、地方交

付税、譲与税などの経常的な収入がどの程度充当されているかというような比率で示してお

ります。この経常収支比率につきましては、財政の硬直度を示す指標でありまして、この比

率が低いほど、いろんな事業に使えるお金の余裕があると言えるというような状況の比率で

ございます。 

  そんな中で、本市の場合は平成１８年度以降、９０パーセントを超えておりまして、新規

拡充ということで財源的に厳しい状況というのは変わりはありませんが、その辺の原因とい

たしましては、市税、地方交付税の伸びに対して、それ以上の義務的経費、人件費、扶助費、

公債費の増加が続いておりましたが、これにつきましても、平成２７年度予算では、人件費

の削減、また公債費におきましては約２億３千万円の減というような形で、義務的経費が落

ちておりますので、結果的に、経常収支比率については改善の方向に向かっているのではな

いかと推測しております。 

○石井孝昭君 

  国の方では地方公共団体は約８０パーセント前後が望ましいと言われておりますので、そ

の９０から１００、１００を超える団体も全国でも幾つかありますけれども、その辺の推移

は見守って、財政を確保していかなければいけないというふうに思っております。 

  今回の国の起債と県の起債なんですけれども、県の方は振興基金ということ、国の方は社

会資本整備総合交付金の中で、全員協議会での話ですと、これは据置３年、２０年の返済と

いうことですけれども、この据置３年というのは、完成時、全て終わって検査済時の年度よ

り据置３年で、それから先の２０年が償還払いになるのでしょうか。 

○財政課長（江澤利典君） 

  公共事業等債については、ただいま議員が申しましたように、据置３年、償還２０年とい

うことで、今回の事業費は２７年から３０年度という形になっておりますので、その年度ご

とに起債を起こす予定でございます。そうしますと、平成２７年度債については償還開始は

３１年度、２８年度債につきましては３２年度、２９年度債については３３年度、３０年度

債については３４年度ということで、全て１年ずつ起債の元金償還の開始については、ずれ

ていくというような形になろうと思います。 

○石井孝昭君 

  つまり、今年度起債したものは、３年後の３１年からの返済という予定になるということ
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ですね。わかりました。 

  あと、県の方は２年据置の１２年償還だったかな。これは県のトータル６千７００万円の

振興資金ということですけれども、全体協議会ではこの話がなくて、ちょっと質問もなかっ

たのですけれども、私の中ではこれは県から補助金をいただけるものというふうに理解をし

て、正直思っておりました。ところが、この資料をいただきますと、県から振興資金という

ことで借り入れということになったというふうに思います。この県の振興資金の返済はどの

ようになるのでしょうか。 

○財政課長（江澤利典君） 

  千葉県市町村振興資金ということで、これも借り入れでございます。その中で、今お示し

してある４カ年の事業費の内訳なんですが、平成２７年度が１千４４０万円、２８年度が２

千１００万円、同じく２９年度が２千１００万円、３０年度が１千万円ということで、トー

タルでは約６千７００万円という形になっております。 

  それで、全て、先ほどの公共事業等債と同じような形で、据置２年ということで、２７年

度債については平成２９年、２８年度債は３０年、２９年度は３１年、３０年度は３２年と

いうような形で、元金償還が開始されるということになろうかと思います。 

○石井孝昭君 

  つまり、平成２９年度から県の振興資金の返済が始まるということでございますよね。２

８年度にはクリーンセンターが終わるので、起債率に関しては問題がないということですけ

れども、この起債率と実質公債費比率、今後の推移をどのように課長は見ていますでしょう

か。 

○財政課長（江澤利典君） 

  実質公債費比率につきましては、ご説明いたしますと、市の一般会計等の支出のうち、義

務的に支出しなければならない経費である公債費関係、それに基づいて市の標準財政規模を

基本とした額で除したものの３カ年平均ということになっております。 

  本市の公債費比率につきましては、平成２３年度１１．２パーセント、平成２４年度が１

０．８パーセント、平成２５年度につきましては１０．４パーセントと、年々減少している

ところでございます。さらに、２５年度の単年度で見ると９．９パーセントとなっており、

改善はされております。 

  この判断基準といたしましては、早期健全化基準としては２５パーセント、財政再生基準

としては３５パーセントということになっておりますので、現在のところは問題ありません

が、今後の借り入れにつきましては、新しく発行する起債は、償還公債費、いわゆるこの公

債費です。償還のバランスを考慮した適切な執行を進めまして、健全財政の運営に努めてま

いりたいと考えております。 

○石井孝昭君 

  国から注意が入るのは２５パーセント、国の管理に入ると３５パーセントということです

けれども、市民の皆さんが一番心配しているのが、その財政の問題かというふうに思ってお



－２７５－ 

ります。この榎戸駅は間違いなく我々も含めて総論は全員賛成かなというふうに理解をして

おりますけれども、財政の問題がどうなるかということが、この議会で明らかになれば、市

民の皆様も本当に安心して取り組んでいけるのではないかというふうに思っております。 

  平成２８年から３０年度まで債務負担行為を行うということですけれども、恐らく２０２

０オリンピック・パラリンピックまでは経済の好循環がつないでいこうと、上がっていこう

というふうには予測されておりますけれども、この間、資材の高騰、人件費の高騰、またさ

まざまな問題が起こった場合に、物価が非常に上がった場合、想定しづらいですけれども、

逆に下がった場合、この物価スライドの指標に関して条項を設けると思いますけれども、こ

の物価スライド条項はどのような、ＪＲ千葉支社との契約になるのか、ご質問いたします。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  今のご質問でございますが、こちらにつきましても、今後進めていきます協定の中で内容

について協議していきますが、例えばＪＲ八街駅につきましてはその協定の中で、たしか物

価スライドを見ております。その辺を見込みますと、今回の榎戸駅についても、入ってくる

可能性はございます。 

○石井孝昭君 

  八街市まち・ひと・しごと創生総合戦略、この策定を今執行部で急いでいると思います。

ＪＲ新榎戸駅舎及び橋上化整備との関連付けは、どのようにしていきますでしょうか。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  こちらにつきましては、先ほども申しておりますが、八街駅につきましては市の顔という

形で都市核としております。榎戸駅につきましては、都市副次核という形で２番目の駅とい

う形をとっておりますが、周辺地域の環境等を考慮した駅づくり、または地域づくりを目指

して進めていくということで、こちらにつきましても次期総合計画、総合構想の中でもそう

いう形でうたっておりますので、その辺を進めていきたいと考えております。 

○石井孝昭君 

  課長、まさに周辺の住民の皆様のご意見をしっかり頂戴した中で、その策定を励んでいた

だきたい。また、その辺のパブリックコメントや住民説明会を開いて、どのような駅づくり

をしていくかというのが非常に大事かなというふうに思っております。 

  今、市の方でも新５カ年計画をつくっております。この策定と、先ほどのいわゆる地方創

生の八街市戦略本部の中で、この榎戸駅舎、この新５カ年計画に関してはどのような関連付

けをしていますか。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  今回の総合計画の中でそういう形をうたっておりますが、その辺も含めて、今各庁舎内で

の協議を進めておりますので、この中でどういう形で進めていくのかを検討していきたいと

考えております。 

○石井孝昭君 

  人口の問題、人口減少が大変問題になっています。４年前より約３千人も八街市は減少し
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ているという現状が、確かにございます。ＪＲ榎戸駅周辺に関しても、人口、人を呼び寄せ

るような施策とか地域づくり、計画づくり、環境づくりが大事かなというふうに思っており

ます。先ほどから、副次核として、八街駅に次ぐこの駅ということで整備をしていくという

ことでありますけれども、この副次核としてＪＲ榎戸駅の近辺の人口の流入策、これをお聞

きしたいと思いますけれども、今現在、榎戸駅周辺は都市計画法で用地地域ではどのような

指定になっているでしょうか。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  榎戸駅周辺につきましては、第一種の住居地域となっております。 

○石井孝昭君 

  近隣の泉台、みどり台、藤の台、榎戸、総武台、さまざまな団地がございますけれども、

この辺の団地は第一種住居地域ということになっていますでしょうか。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  そちらの地域につきましては、第一種中高層住居専用地域となっております。 

○石井孝昭君 

  都市計画法で用途地域の指定があるのですけれども、今回、榎戸駅整備とその周辺整備に

関して、一体的にグランドデザインを描いていかなければいけないかと。駅だけを作ればい

いというわけではなくて、その近隣周辺の整備もしっかり行っていくということが大事かな

というふうに思っておりますけれども、その用途地域指定の中で、例えばデパートとかスー

パーといったさまざまな、例えば大学誘致とか、病院を誘致するということになるのですけ

れども、そのようなものを誘致していく際に、第一種住居地域の榎戸駅周辺でそれが可能な

のかどうかを、ご質問いたします。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  今おっしゃっております第一種住居地域、これは地域指定を保存しておりますが、建物の

過密化を防ぐことで良好な環境を守るということで、こちらが指定されております。今言わ

れているような大型店舗等につきましては、第一種住居地域につきましては、店舗では３千

平米以下であれば今現在でも建つことは可能でございます。ただ、これ以上のものを作ると

なってきますと、この用途地域自体を変更しなければいけないということもございますので、

これにつきましては関係機関の方と協議をしていかなければいけないかと考えております。 

○石井孝昭君 

  周辺地域のグランドデザインをしっかり描いていくことも、担当課として非常に大事なこ

とであるというふうに思っております。今回に関しては、榎戸駅のみの単独経費ということ

ですけれども、先ほど小髙議員の中でも質問がありましたけれども、榎戸駅の今後の周辺整

備に関して、推測する総額はどのくらいになるのかというのは、いわゆる今回１５億９千９

００万円ですけれども、例えば土地の買収とかその周辺整備等をいろいろ加味すると、どの

くらいを推測しているのかご質問いたします。 

○都市整備課長（大木俊行君） 
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  現在、私たちの方で計画を立てておりますのは、２７～２９年度までの計画でございます。

この中で、先ほど言いました西口の広場、これは用地として４千万円ほど予算を見ておりま

すが、ただ、これにつきましては近傍地域の価格が当時と今は変わっておりますので、もう

少し下がるのかと考えておりますが、それ以外の全体的な街づくりの件につきましては、現

在はまだそこまで、予算的なものまでは検討はしておりません。 

○石井孝昭君 

  今後予想をしていかなければならない１つだというふうに思います。今年、固定資産税の

評価替えがありますので、その辺もちょっと勘案していかなければいけないと思いますけれ

ども、駅ができると、周辺整備ができる、道路整備が幾らかできる、ましてや先ほどの質問

の中で道路が仮に新道をつくった場合に、近傍価格に恐らく倣って標準価格が決まっていく

のですけれども、榎戸駅周辺は逆に酒々井より、榎戸駅周辺は固定資産税が高いとか一部あ

りますけれども、その辺に関しての整備環境を整えていくことは、とても大事だというふう

に思っております。 

  新榎戸駅の建設によって、八街市がこれから発展する１つの大きな起爆剤となること、八

街は１０年後６万８千人の人口を想定していますけれども、この６万８千人の人口の中で、

副次核として、この八街が、また榎戸駅周辺が、地域住民の皆様の快適な住環境となるよう

なことを祈念いたすわけですけれども、北村市長、最後にご質問いたします。 

  恐らく、この榎戸駅近辺の再開発に伴って、いろんな人口が増えていくということが予想

されるのと、またそうしていかなければいけないのと、先ほどの質問のとおり、商工業の発

展の１つとなる。八街が、これからさらに八街市の中の榎戸駅が副次核として元気になって

いくということを想定して、市長、どのようなお考えで、今回上程されて、今後の１０年後、

２０年後の八街づくりの１つになるかというのを、お聞かせいただけますでしょうか。 

○市長（北村新司君） 

  今回の榎戸駅のこの整備事業を上程するにあたって、今、近隣市町、相川富里市長さん、

それから佐倉の蕨市長さん、酒々井の小坂町長さん等とも綿密にお話をしておりまして、

酒々井インターチェンジの地域整備ということで、あの辺の地域一帯の土地利用についても、

国の考え方、県の考え方もお聞きした中で、あの地域全体を総合的にみんなで活性化をする

街づくりにしようという話が、今まとまっております。このことは榎戸駅の整備と関わって

おるところでございますけれども、今は１つの街の発展は１つの街であり得ないというのが

私の持論でございます。近隣市町村と足並みをそろえた街づくりが八街市の発展になるとい

うことでありまして、それを基本にした中で、今、その協議会を立ち上げるまで進んでおり

ます。 

  この榎戸駅ができ上がることによっての、この地域のそれぞれの土地利用の仕方、いろん

な面を含めた活性化をどうしたらいいかということをするための協議会を、今、立ち上げる

よう内々に事務的には決まっておりますので、その協議会を活用しながら、この榎戸駅を副

次核としてさらに発展するようになるものが、協議会でするように、今後とも私も積極的に
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その協議会を活用した街づくりを推進したいというふうに思っております。 

○石井孝昭君 

  強いリーダーシップの中で市長が今申されました。また、駅周辺に関しては、都市計画法、

場合によったら用途地域変更も、国では法律的には可能というふうに聞いていますので、担

当課長におきましては、その辺をもう一度精査して、次に示していただけるようにお願い申

し上げますし、北村市長におかれましては、近隣の首長、市町と強いきずなの中で、酒々井

にはアウトレットモールもできていますし、そこの人たちを榎戸駅から呼び寄せていくよう

な大きな流れの施策、循環バスも含めて周辺整備に努めていただければと思っております。 

  以上で私の質問は終わります。ありがとうございました。 

○議長（湯淺祐德君） 

  以上で石井孝昭議員の質疑を終了します。 

  次に、京増藤江議員の質疑を許します。 

○京増藤江君 

  それでは、質問をさせていただきます。 

  地元周辺区長さんや市民の皆さんが、平成１３年度に榎戸駅周辺街づくり協議会を発足さ

せて今日に至るまで、長い間、粘り強い運動を進めて、事業が始まろうとしています。１４

年間もの運動は、市民と行政が協力して街づくりを進めるという、街づくりのあり方を示し

ていると思います。厳しい財政のもと、高齢者も若い人も住んでよかったと言える八街にす

るために、いかに市民と行政が協力するかという点では、今後も大いに参考にできます。 

  傍聴に多くの方がみえておりますように、住民の皆さんが待ちに待った事業です。 

  問題は、この榎戸駅施設整備と市民サービスの充実をいかに両立するかということだと思

うのです。大き過ぎるクリーンセンターの建設や、八街駅橋上化・区画整理事業、それに関

わる第三雨水幹線事業など、大型の公共事業を実施した後に、ようやく榎戸の整備に着手し

ようとしています。本来なら、私は、八街駅橋上化の後にこの榎戸駅が整備されたらよかっ

たのではないかと思うのですけど、この財政難の中、市民の皆さんは、要望してもお金がな

いと言われる、八街市は今後やっていけるのかと、私は皆さんの心配な声をあちこちから聞

いております。 

  この間、市民の一人当たりの生活は、平成１９年度１０万２千８７円でしたけど、これが

最高で、２６年度は８万９千４７２円と、１万１千円以上も減っております。所得が落ち込

んでいるわけです。こういう中で、今後、就学援助の充実や生活保護受給者の方々が増える

と思われます。 

  それでお聞きしたいのですけど、今後の市税収の傾向と市民サービスいかに充実させてい

こうとしているのか、市長にお聞きしたいと思います。 

○総務部長（武井義行君） 

  まず、市税収の状況でございますので私の方からお答えさせていただきます。 

  現在、市では、市税等徴収対策本部を立ち上げまして市税収の徴収強化に取り組んでおり
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ます。市の財源の約４割を占める市税の徴収というのは、大変市にとっても財源の根源とな

っております。取り組みの成果もございまして、徴収率につきましては、これは国民健康保

険税も含めまして上昇しております。 

  ただ、調停額、全体の額自体が、景気の低迷等もございまして低下しているということか

ら、税額、収入額につきましては若干下がっている状況でございます。そういったことで、

今後、景気の回復等にも期待しているところではございますけれども、まず市税収の確保、

これにはまだ引き続き努めるのですが、今回の榎戸駅、これを含めまして、こういったこと

を起爆剤にしながら、市の活性化というのを市もどんどん推進していかなければいけないと

いうふうに考えています。 

○京増藤江君 

  この事業を起爆剤にという答弁でしたけど、今、部長の答弁にありましたように、収納率

は、国保税についても前年と同じ程度ということですけど、説明があったように、所得が減

っているために、国保税も約１億４千万円減収ということで、この６月議会で、２６年度の

補正予算が組まれました。この国保税収の減、そして住民の皆さんの健康がなかなか守れな

いというところで、医療費が増えているということで本当に国保財政が厳しいと、こういう

中で、市民の皆さんの命と暮らし・健康を守りながら、いかにしてこの榎戸駅施設を整備し

ていくかと、これが本当に重要だと思っているわけでございます。 

  先ほどの答弁では、この榎戸駅の整備を起爆剤にしてやっていくと、そして景気の回復を

願っているということがありました。しかし、今、国がやろうとしているのは、景気を回復

する方向ではありません。昨日、国会の会期延長が決まりました。ここで今やられようとし

ているのは労働者派遣法改悪です。この労働者派遣法改悪は不景気になるのです。それで。 

（「議案に対しての質問ではない」と呼ぶ者あり） 

○議長（湯淺祐德君） 

  京増藤江議員に申し上げます。議案に対する質疑に変えてください。 

○京増藤江君 

  簡単に言いますけど、この景気を回復するということを願っているわけですね。この労働

者改悪案法がなれば、正社員ゼロ社会になってしまう。そうすると、八街市の財政もますま

す困難になってしまうわけです。ですから、国の施策と八街市の施策、これは国の施策がよ

くなければ八街市の、本当に市長がやりたいと思っていることもなかなか実現できないわけ

です。この八街市の財政が成り立たなければ、榎戸駅の整備だってどうなるかわからない。

私はここを心配しているわけなんです。ですから、本当に市民の皆さんの収入をいかに増や

していくかというところでは、国がやっていることと全く切り離して考えるわけにはいきま

せん。 

  それで、この６月議会の一般質問において、社会福祉費が増加しているけど、支出と抑制

についての質問がありました。先ほどはこの榎戸駅の整備によって、そんなに財政には影響

がないというような答弁があったと思うのですけど、私はこの２７年度の予算編成について
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も、市民サービスを大いに削った。例えば長寿祝い金もなくしてしまって、１００歳の方の

祝い金だけ残したというような、こういう市民サービスを削らざるを得ない。また、職員の

給料を減らさざるを得ない。こういう中で、私は来年度の予算編成はどうなっていくのか、

市民サービスをこれ以上削らずにできるのか、そして職員の給料ももとに戻すことができる

のか、そういう予算編成をすることができるのか、伺いたいと思います。 

○総務部長（武井義行君） 

  まず、市民サービスの低下、これは避けなければならないというふうに、基本的に考えて

おります。 

  それから、職員給与のカットということもございました。職員給与のカットにつきまして

は、基本的にこの榎戸整備事業を進めるためにしたわけではございません。今後の八街市の

財政が継続して安定した財政運営ができるようにということで実施したものございますけれ

ども、現在、さまざまな取り組みを今市でも進めております。そういったことを受けまして、

市の職員の給与につきましても、可能な限り早い時期にもとに戻したいとも考えております

し、今回の事業につきましても、国の交付金ですとか、また交付税措置のある起債、こうい

ったものを使って市の一般財源の支出を極力抑えておりますので、来年度の予算編成、楽で

はございませんけれども、何とか継続的に安定した運営をしていけるものというふうに考え

ております。 

○京増藤江君 

  市民サービスについて、私はちょっと聞きづらかったのですけど、サービスは削らないと

いうことですか。もう一回。 

○総務部長（武井義行君） 

  申し訳ございませんでした。基本的に市民サービスを低下させることは、してはならない

というふうに考えております。 

○京増藤江君 

  市民サービスを削らないということは、本当に介護保険料を払えない方々に対してもどう

するかとか、そして国保税を払えない方々に軽減できるのかどうか、私はそういうことも含

まれていると思いますけど、私がここでお聞きしたいと思うのは、例えばこの６月議会でも、

財源をどうするかということでは、徴収強化ということもあったと思うのです。徴収強化と

いうことは、さまざまな差し押さえなどもされます。 

○議長（湯淺祐德君） 

  京増藤江議員に申し上げます。質疑とは、提案された議案について、採決する際の判断を

するために、疑問点を質すために発言することであります。したがって、質疑とは、提案さ

れた議案の範囲内のみについて発言が許されております。また、自分の意見を述べることや

要望をすることは許されておりません。以上です。 

○京増藤江君 

  わかりました。自分の意見ではないのです。これは市民の皆さんの求めで、本当に差し押



－２８１－ 

さえとかで困っていると、だから私はお聞きしているのですけど、こういうことも市民サー

ビス削減という点では、私は大いに関係があるのではないかと思うのです。それで、今後さ

まざまな市民の皆さんの願いを実現していく、サービスをきちっと充実させていくためには、

本当に国にも協力を求めなければならないと思います。 

  ですから、今後、地方交付税の削減はさせない、きちんと必要な交付税を交付してもらう、

それとか、あと国保税や介護保険なども、充実のためにきちんと国に言っていただきたいと

いうことを市長にお願いしておきたいのですけど、いかがでしょうか。 

（「答弁はいい」「質疑、議案どおりやってよ」と呼ぶ者あり） 

○議長（湯淺祐德君） 

  京増藤江議員に申し上げます。 

  議題外にわたって質問の範囲を超えております。注意します。 

○京増藤江君 

  わかりました。 

  議案の範囲を超えているということですけど、今までの公共事業についても、この榎戸駅

の整備についても、公共事業をしつつ市民の皆さんの命・暮らしをいかに守るか、これはど

んな公共事業についても、私は両立しなければならないと思いますので、この点について、

国がすべきことは国に、私は要求していただきたいということを要望して終わります。 

○議長（湯淺祐德君） 

  以上で京増藤江議員の質疑を終了します。 

  次に、右山正美議員の質疑を許します。 

○右山正美君 

  日本共産党の右山正美です。 

  先ほど来、いろいろな話、問題が出されております。担当課におかれましては、地元住民

の方々と一緒になってＪＲとの交渉とかいろいろやられて、大変なことだったと思います。 

  私は、この財源の問題について、これと付随する用地取得・工事、そういった問題につい

て若干お伺いをしたいと思います。 

  それで、今日提案されているのは、駅の橋上化、これが１５億９千９００万円、エレベー

ターが外側に２基、内側に２基付くわけであります。これが４基で１億円、ＪＲが１千６０

０万円ですか。ＪＲは１千６００万円だよ。８千４００万円が市の持ち出し分、今日提案さ

れている以外にね。用地とかそういったものも含めると、また別の金額になるということで

ありますが、まず最初にお伺いしたいのは、財源の内訳計画書というのがあります。 

  それで、この財源についてもうちょっと詳しくお伺いしたいと思いますが、国庫補助金は

６億４千万円、それで起債が８億６千３００万円、県の振興資金というのが６千７００万円

です。全く市の単費というものが、これは一般会計から出るお金が２千９００万円というこ

とでありますが、その内訳について、もっと詳しくお話をしていただきたいと思います。 

○財政課長（江澤利典君） 
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  先ほど若干説明はさせていただいたのですが、１５億９千９００万円の財源の内訳といた

しまして、国庫補助金、これは社会資本総合整備交付金と申します。これにつきましては１

５億９千９００万円×４０パーセントということで、正式な数字は６億３千９６０万円、

続いて起債、公共事業等債につきましては、今申しました６億３千９６０万円、全体事業費

が１５億９千９００万円、これを差し引きまして、起債につきましては、その答に９０パー

セントを掛けた数字が公共事業等債という形になります。それが８億６千３４０万円という

ような形になります。 

  続きまして、千葉県の市町村振興資金につきましては、全体事業費１５億９千９００万円

から、国庫補助金６億３千９６０万円、それと今言った起債８億６千３４０万円の出た答え

に７０パーセントが市町村振興資金ということで充てられるような形になっております。 

  この３つの残りが一般財源ということになりまして、１５億９千９００万円から６億３千

９００万円、８億６千３００万円、６千７００万円を引いた数字が、約２千９００万円とい

うような形で一般財源が出ているわけでございます。 

  以上です。 

○右山正美君 

  総事業費で２７年度、今年度からいろいろ事業が進むわけです。一般財源も含めて国庫補

助金、起債、県振興資金が４カ年にわたっていろいろ予算配分され、分配されて進むわけで

ありますが、３年後について、公共事業債等については償還が２０年、そして３年後から措

置されるということで２７年でしたら３０年から返済が始まる、順繰り３年ずついくのです

けど、一番懸念されるのは、先ほど京増議員からもありましたけど、果たして、本当にこの

金額が財政に与える影響というのはそれは大変なものだと思いますが、先ほど財政課長は、

収支比率も改善の方向である、あるいは義務的経費が減少して、公債費比率も改善されてき

つつあるということは言われたわけですけど、でも、しっかりと見れば、この２８年度の、

来年度の予算が本当に簡単にできるのかどうか。 

  ２７年度は、皆さんご承知のとおり、職員の給与カットとか退職が１３人とか、そしても

ろもろカットに次ぐカット、難病お見舞金とかそういうカットがずっと続いたわけです。そ

うしてやっと成立したのが２７年度の予算なんですよ。この中でこれを進めて、本当に２８

年度の予算がすっきりとした、本当に安心して予算編成ができるのかということになってき

ますと、それはもう私だけではなくて、皆さんも心配せざるを得ないということになるわけ

であります。 

  先ほど言いましたけど、エレベーターもこの中には入っていませんが、これは財政上そう

いった形で、今後２８年度から付けていかなければならないという状況になります。で、物

価高騰で、今度は消費税が１０パーセントになっていく。今、年金暮らしの方が３万人ぐら

いいらっしゃるのです。そうすると実労働、働いていく年齢の人たちもだんだん減少して、

人口減少とあわせて税収も減ってくるということになりかねませんし、こういったもろもろ

のことを考えると、本当に安心なのかなという懸念もあります。 
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  担当課にお聞きしますけど、消費税は８パーセントに固定だとかいろいろ言われたわけで

すが、将来展望として、そういった不安とか懸念とかそういったものはないのかどうか、そ

の辺についてはどうですか。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  先ほど財政課長が申したとおり、今回の榎戸駅整備に関しましては、市からの一般財源、

こちらの持ち出しをいかに少なくできるかということで、ＪＲとずっと協議をしてまいりま

した。このＪＲとの協議の中では、平成２５年６月にできました基本設計、この時点で１３

億２千万円ということでございましたが、そこから１年半後の２７年２月には約１７億５千

万円という形で、かなり大きく上回ったと。このままでは榎戸駅はできないだろうというこ

とで、ＪＲに対して全体の見直しをかけたと。それで今回のこの額まで下がったということ

です。 

  今後の展望でございますが、駅広場の整備も含めまして周辺地域の整備につきましては、

今後の財政状況を見ながら検討していかなければいけない。ただ、西口の駅広場をそのまま

にするわけにはいきません。ある程度皆さんが使いやすいように改善しなければいけないと

いうふうに考えておりますので、その辺も今後の検討課題と考えております。 

○右山正美君 

  担当課が頑張ったということは最初に言いましたけど、苦労されたということもわかって

おりますが、今、財政的に本当に大丈夫なのかという不安が、懸念が残るという意味で、私

は今質問をしているわけで。 

  今言いましたとおり、要するに橋上化したものの、やはりロータリー、車がその中で回転

して出ていく、東口もそういった形でやられる。そういう財源というのは、ここからまだ計

画されていないわけですね。さらに、この約１６億円のほかに、そういった付随するエレベ

ーターもそうですけど、用地取得とかロータリー工事とかもろもろかかってくるということ

ですと、この１５億９千９００万円がもっともっと全体の総事業費としては膨らんでくると

いうことになるわけであります。 

  エレベーターの問題は、この橋上化の１５億９千９００万円には含まないのですけど、先

ほど言ったとおり、４基ですから、ＪＲが１千６００万円だと思ったのですが、これは８千

４００万円が市の持ち出しになりますけど、これでいいのかどうか、その辺の認識。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  エレベーターにつきましては、これは駅構内の自由通路に付きます。各２基ずつ４基つき

ますが、これにつきましては１５億９千９００万円の中に入っております。 

○右山正美君 

  では、１５億９千９、だけど、この中ではエレベーター設置を含まないと書いてある。財

源内訳に。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  事業費としては含んでおります。ただ、エレベーターにつきましては、今後、この補助金
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関係もありますので、補助関係を使ってやりたいと。今現在はこの補助金を含んでいない形

でやっていますので、エレベーターについてはバリアフリー化の事業として、今後申請をし

て補助金をいただきたいというふうに考えております。 

○右山正美君 

  では、エレベーターの設置もこの１億５千９００万円の中には入っているということで認

識していいですか。いいですね。 

  市単独の、財政課長が言われたこれは２千９００万円で間違いないですね。２千８００万

円と何か先ほど聞いたのですけども、２千９００万円で間違いないですね。 

○財政課長（江澤利典君） 

  多分お渡ししてあるものが１００万円単位で書いてあるのかなと思うのですが、正確に言

うと２千８８０万円で、約２千９００万円ということでございます。 

○右山正美君 

  １００だったら１００とかそういうのも。 

  ではもう１つ、県の振興資金、３０年度１千万円と言われましたけど、１千１００万円で

間違いないのかどうか。それも約ですか。 

○財政課長（江澤利典君） 

  振興資金につきましては、先ほど計算式を申しましたように、国庫補助、起債を引いた残

りの分の７０パーセントということになっておりますので、全体で６千７２０万円というこ

とになっております。 

○右山正美君 

  八街駅も１６億円ぐらいかかりましたよね。１５億円か、それで１億円がＪＲということ

で。今回、榎戸はＪＲは７千万円ぐらいしか、これは自分のところが発券機とかそういった

ものでしょうけど、それしか支出しないということで、これはそういったところにもいろい

ろ問題はあるのですけど、とにかく財源的に１５億９千９００万円というのは大きな額で、

それが運営する２８年度の予算編成とか、あるいは全体的に言えば市民負担にこれがつなが

っていくということであれば、私は大変な問題になってくるのではないかと。２７年度の予

算にしても、先ほど言ったとおり、市民サービスを削りながら、職員に負担をさせながらで

き上がった予算であって、２８年度は本当にそれでできるのかどうかと。これもまだ不安に

残るわけであります。 

  ですから、財源的に、担当課もいろんな問題で努力されている、もっともっと縮小させて

いくということも構えていく必要があるのかなという具合に思いますので、そういった意味

で、ぜひやっていただきたいなとそういうふうに思います。 

  以上で終わります。 

○議長（湯淺祐德君） 

  以上で右山正美議員の質疑を終了します。 

  会議中ではありますが、昼食のためしばらく休憩をいたします。 
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  午後は１時１０分から再開します。 

（休憩 午後 ０時００分） 

（再開 午後 １時１０分） 

○議長（湯淺祐德君） 

  再開します。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  大木都市整備課長より発言を求められておりますので、これを許します。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  先ほど答弁いたしました内容に一部誤りがありますので訂正させていただきます。 

  小髙議員にご答弁いたしました防犯カメラと防犯灯についてでございますが、今回の事業

には含まれないとお答えいたしました。しかし、この駅舎改修事業ではなく都市再生整備事

業といたしまして、防犯カメラを自由通路に４台、防犯灯につきましては既存のものをＬＥ

Ｄ、または新規のものについても設置をする計画で進めておりますので、ご了承いただきた

いと思います。 

  また、右山議員にご答弁いたしました駅構内のエレベーターのＪＲ負担分については、今

回の１５億９千９００万円に含まれるとご答弁いたしましたが、ＪＲ負担分につきましては、

ＪＲ分について負担金７千２００万円に含まれておりますので、今回の１５億９千９００万

円には含まれておりません。 

  なお、ＪＲ負担以外のエレベーター設置費用については、全額が今回の１５億９千９００

万円に含まれております。 

  以上、訂正をさせていただきます。 

○議長（湯淺祐德君） 

  次に、丸山わき子議員の質疑を許します。 

○丸山わき子君 

  それでは、私、議案第１０号、平成２７年度一般会計補正予算に関わりまして、質問をす

るところであります。 

  先ほど来、住民の多くの皆さんが傍聴に見えました。そして、私も、一日も早くあの榎戸

駅を利用しやすくしてほしいのだという声を伺ってまいりました。私は、泉台が開発されて

以来、ずっとそうした住民の皆さんの声を伺ってきました。一日も早い、使いやすい榎戸駅

を早く進めていただきたいということも、この間、私は議会の中で取り上げてまいりました。 

  今、朝からの質問者が心配されている問題の１つに財源、これが本当に心配であるという

内容のものが多かったと思います。私も５日の一般質問では、規模縮小化の榎戸駅で確実な

駅改修を進めるように求めたところでありますが、詳細設計が示されない中での質問でござ

いました。明快なる答弁もいただけないままの状況でございました。 

  ここへきまして、追加議案ということで、若干の様子が見えてきたところでありますが、

しかしながら、どうもこの全体像が見えづらいというのがあります。まずお伺いいたします
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のは、この榎戸駅改修に係る総工費、これはどのくらいなのか。まずお伺いいたします。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  総工費は１６億７千１００万円でございます。 

○丸山わき子君 

  この中で、ＪＲの負担割合、これは何割なんでしょうか。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  負担割合といいますか、先ほど申しましたとおり、国土交通省で出されています自由通路

の整備及び管理に関する要綱、この中で定められております。駅舎につきましては、現在の

駅舎と同等のものを設置した場合、そこから現在の駅舎を差し引いた額、それと駅構内のバ

リアフリー、これは駅構内のエレベーターでございますが、その整備費の３分の１、今回の

７千２００万円には下りホームの旅客上屋がついております。 

○丸山わき子君 

  そうしますと、その負担割合は４．３パーセント程度、そのように理解してよろしいでし

ょうか。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  はい、そのとおりでございます。 

○丸山わき子君 

  私は、確かにこの間、市長また職員の皆さんがＪＲに出向き、いろいろと交渉を進めてき

たということは、もう重々その努力は本当に認めるところであります。 

  しかしながら、こうして計画が出てくるにあたりまして、協定書はこの先だ、この先だと

いうことなんですけれども、協定書案なるものをこの議会に示してもいいのではないかと、

そこで初めて透明性のある計画書が見えてくるのではないかというふうに思うのですが、そ

の辺について、市長、この協定書案なるものは出せないのかどうか、その辺についてお伺い

いたします。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  協定書の案でございますが、まずこの予算が通過しないことには、ＪＲの方も協定書案に

ついては出してこない。この案につきましては、八街駅の協定書もございます。その中とほ

ぼ同じような形になるかと思いますが、ただ、榎戸駅については内容が変わってくるかと思

います。これについては、この議会の方で通りましたら、ＪＲの方と協定については煮詰め

ていきたいと考えております。 

○丸山わき子君 

  その辺の問題なんですよね。ＪＲが示さなければこっちは出せないのではなくて、逆に、

私としては、こういう内容で、こういう方向で持っていきたいんだと、だからこれだけの予

算が必要なんだという、そういうものはぜひ示すべきではないかと思うんですよ。 

  それで、先ほど総工費は１６億７千１００万円だという答弁がございました。債務負担行

為、これは１２億５千６００万円が、これは最高の限度額が提示されているわけですけれど
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も、もっとこの工事は私は膨らんでいくのではないかと。総工費としてはどのくらいまでを

見込んでいるのか、その辺についてはどうなんでしょうか。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  八街市の負担が１５億９千９００万円と、これは何度も申し上げておるのですが、これは

マックスの額を今示しております。ＪＲに対しましては、今現在ももっとさらにこれを縮減

できないかというお願いを何度もしております。先日、１週間ほど前、ＪＲの設計担当課長

とも話をしまして、いろいろな方向を今考えております。まずは土留めの工法を変えるとか、

あとは工事を、通常は終電が行ってから始発までの夜間工事が基本ですが、これを昼間もで

きるところはやって工期を短くする。工期を短くすることによって事業費を安くするという

ことを、今検討しております。 

○丸山わき子君 

  先ほど示された額よりももっと削減されていくはずであるということで、よろしいわけで

すね。 

  私は、この橋上化の問題につきましては、もっと検討を加えなければならないのではない

かというふうに思うわけなんですね。まず、今、東京オリンピックという影響もあって、資

材や人件費高騰の中での榎戸駅の改修に入っていくというふうに思うわけですが、その影響

を、一体どのくらい資材がアップするのか、また人件費がどのくらいアップしての先ほどの

予算になったのか、その辺についてお伺いいたします。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  確かに資材、または労務費が高騰しております。これは、２０２０年の東京オリンピック

が決定されたから上がったわけではなく、その前から上がっておりました。特にこの２０２

０年の東京オリンピックが決定いたしましてから、かなり上がっております。 

  まず、労務費でございますが、鉄筋工、これは平成１４年度は１日１万 7千６００円でご

ざいました。これが今年度、平成２７年度は２万５千２００円。アップ率は４３パーセント。

資材におきましては、鉄筋が１トン当たり、平成１４年には２万７千円でございました。こ

れが平成２７年度は６万２千円と、２３０パーセントのアップ。これだけの資材が上がって

おります。 

  以上でございます。 

○丸山わき子君 

  私は、さきの一般質問でも、こういう資材高騰・人件費高騰の中で、本当に割高な工事を

やらなければならないと。もっとこの、私は榎戸駅の改修をやるなというわけではないです。

やらなきゃいけないので、しかし財源も限界があるわけですから、それを縮小したらいかが

かという提案をしてきたわけですけれども、今回のこのように大変な資材・人件費高騰の中

で、本当に事業見直しをやりつつ進める必要があるのではないかというふうに思うわけです。 

  例えば、ＪＲの既存の跨線橋を利用して、安価な整備をする方法ということが１点、検討

されたわけですね。これはＪＲの見解は、既存の跨線橋が現在の基準を満たしていないため
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に、既存を利用した方法はできないので、かけ替えが必要であると。この場合の跨線橋のか

け替え費用は市の都合によるものであることから、全額市の負担となると。そしてバリアフ

リー化が必要になることから、設置費用を全額負担もしていただきますよ、それが条件です

よということを、ＪＲが述べているわけですね。私は、これが１つ、キーポイントではなか

ったかなというふうに思うわけなんです。 

  こうしたＪＲが、あの現在の跨線橋は基準に達していないんだと。本来なら建て替えなけ

ればならないけど、利用が少ないからもう知らないよというのが、ＪＲの見解だと思うので

すけれども。これを八街市が実際に事業をすると。あそこだけいじっても仕方がないので、

東口を開設すると。東口についても、ＪＲは一駅一改札の方針というのがあるわけで、しか

しながら、自治体が開設して維持管理すれば、それは構わないよというのが、ＪＲの対応だ

と思うんですね。 

  こういった取り組みも、本来なら検討してもよかったのではないか。本当に財政的に厳し

い厳しいという中で、この榎戸駅の改修事業をやるわけですから、市民にとっても利便性を

図る、八街市にとっても財政難の中で軽減を図っていく、そういう取り組みをもっともっと

研究するべきではなかったかなというふうに思うわけですが、その辺については、いかがで

しょうか。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  このＪＲの改修につきましては、平成１３年に地元の勉強会が発足した、そこから始まっ

たことでありまして、１４年続いております。この中で、市の職員も地元へ行って勉強会に

参加して、いろいろな勉強をしておりました。その内容につきましては、ＪＲに対して、今

言われたとおり、跨線橋を使ったもの、東口を開設するもの、それ以外のものという形でい

ろいろな方法を検討しておりました。ＪＲに対してもこの辺については、単なるＪＲの言い

なりになっているわけではなく、市の方向性もいろいろ言ってきたのですが、先ほどから言

っています一駅に一改札口、これについては方針は曲げないと。伺っておりますと上総一ノ

宮が東口を開設するというふうにお話を聞いておりますが、一宮町もＪＲもそんなことはな

いと、協議はまだしていません。ＪＲとすれば、ＪＲはこれは認めないんだという方向と、

私は聞いております。 

  このようなことから、東口、また東口の用地が、今の八街榎戸駅の東側には用地がないと

いうこともございます。この辺から駅東口についてはできない。それから跨線橋については、

跨線橋の利用についてもいろいろ検討してまいりました。ただ、跨線橋だけ直せば利便性向

上になるかというと、そんなことはないです。跨線橋というのはあくまでも構内ですので、

もし跨線橋をやるのであれば、自由通路も作らなければいけない。自由通路を作ると、自由

通路と跨線橋を往復する形になるんですね。往復する形が利便性向上になるかというと、私

はならないと思いますので、今回の結論に至ったことでございます。 

○丸山わき子君 

  それは自由通路にこだわるからいけない。東通路をつくってしまえば、今ある跨線橋もさ
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らに向こう側へいっているわけですから、それは幾つも作る必要はないのではないか。 

  それと、上総一ノ宮駅は、榎戸駅と全く同じように東口を作らなければならないというこ

とで、住民の皆さんの声からこの計画をして、約１８億から２０億円近い計画を立てたよう

でございます。しかし、財政難の中で、これをどれだけ規模縮小をして、住民の皆さんの利

便を図るかという取り組みをしてきたと。このあたり、やはり自治体が維持管理すれば、東

口開設オーケーがとれたと。それで、今、国が進めている地方創生のこの取り組みの中で東

口設置の取り組みをしていくのだと。この地方創生でどう街づくりを進めるのかというのが

問われるということは、関係者が話しておりましたけれども。本当に、機会をねらっていた

という言い方はおかしいですけど、機会を待っていて、こうした取り組みを必死で進めてい

るというふうに、私は受け止めました。 

  これから、榎戸駅、これも詳細設計に入って協定書を結んでいくという段階なんですけれ

ども、これは、さらに一層の軽減策を進めていただきたいということは、申し述べておきた

いというふうに思います。 

  それからもう一つ、この自由通路・橋上化によって、街づくりをどう進めるのか、先ほど

来これも問題となっていたと思います。 

  市長の提案理由の中に、「交通結節点の強化を図る」、これが街づくりの一環としての取

り組みであろうというふうに私は受け止めておりますが、これはどのように強化を図ってい

くのか、どういうことなのか、それをお伺いいたします。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  榎戸駅改修に伴いまして、今現在も、例えばふれあいバス等も入っておりますが、このふ

れあいバス等の停留所をつくっていくということと、あとは交通の利便性も図る必要がある

ことから、ＪＲに対しても朝・夕方の増便等のお願いもしていかなければいけないと。あと

は、榎戸駅は、先ほども言いましたが都市副次核という位置付けをしております。八街駅は

市の顔だということでございますのが、榎戸駅につきましては、地域にあった街づくりを進

めていかなければいけないのかなというふうには考えております。 

○丸山わき子君 

  私は、八街駅と同じような結果にしてしまってはまずいと。八街もこんな感じで作ります

と。しかしながら、街の発展の方向がいまだに見出せないというのが、実態であろうかとい

うふうに思います。榎戸駅も、財政難の中で約１６億円を投じて駅を作るわけなんですけれ

ども、本当に街づくり、また交通結節点の強化を図る。もっと具体的に計画があってもいい

のではないかというふうに思うわけです。駅を作るときだけのかけ声には、絶対に終らせて

はならないというふうに思います。 

  榎戸駅は、バブル時代の人口増に伴って、駅利用者が最高となったのが平成９年なわけで

す。それで、業務委託によって有人化となったわけです。残念ながら、今、利用が減りつつ

あるというのが実態なんです。今年度からは、業務委託の人員配置に関しましても、時間的

には縮小化されていくと。このような中で、この交通結節点の強化をどう強め、本当に榎戸
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駅が利用されていくのか。また、それと同時に街づくりがどう進められていくのか。これは

早い時期にこうした計画をきちんと立てていくことが必要ではないかというふうに思います。

駅だけができ上がって、あとはおしまいですというような街づくりであってはならない。 

  私は、これだけの財政難の中で思い切った駅の改修をするわけですから、大きな立場から

街づくりの中で榎戸駅をどうしていくのか。また、これだけの榎戸駅をつくったらどれだけ

の街づくりを展開させていかなければならないのか。これをもっともっとわかりやすく、早

く出していただきたい。このように思います。 

  以上のことを申し上げまして、質問を終わります。 

○議長（湯淺祐德君） 

  以上で丸山わき子議員の質疑を終了します。 

  次に、川上雄次議員の質疑を許します。 

○川上雄次君 

  公明党の川上雄次でございます。 

  今回の議案第１０号に関しましては、これまで６名の議員の皆さんからさまざまな詳細に

わたる質問がありました。できるだけ重ならないような質疑を行っていきたいと思っており

ます。 

  まず初めに、榎戸駅の改修に至る経緯でありますけれども、北村市長の本当に強力的なリ

ーダーシップによりまして、大きく事業が進捗しております。また、榎戸駅周辺街づくり勉

強会の平成１３年の発足から、さらには、榎戸駅周辺整備促進協議会の設立といった形で、

地域の皆様からのお声をいただきながら、非常に前進してまいりました。また、庁内におき

ましても、榎戸駅周辺整備庁内検討会議第１回、第２回、第３回とたび重なる協議が行われ

ております。 

  私ども公明党としても、この１３年以前の話になりますけれども、海野参議院議員に同行

していただいて、ＪＲさんに要望に参りました。榎戸駅の上屋について、またトイレ整備、

そして東口開設等々の要望をしてきた経緯がございます。こういう形で、今回議案の上程と

なったことは、非常にうれしい気持ちでいっぱいでございます。 

  その中で、この榎戸駅周辺の庁内の検討会議においては、さまざまな研究・調査をされた

と思います。その辺について、若干その辺の経緯をお伺いします。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  経過につきましては、何度も申し上げておりますが、平成１３年に地元での勉強会が始ま

りまして、平成１９年度にこの勉強会をもとに榎戸駅周辺整備促進協議会というものが設置

されております。ここへ職員が参加しまして意見交換が行われております。この意見交換を

もとに、ＪＲとの協議に入っております。ＪＲとの協議は、当初から跨線橋を使ったもの、

または東口を開設、または駅の橋上化、こういうものを含めましてさまざまな方向からＪＲ

との協議に入っております。 

  当初から、八街市が財源的にもかなり厳しいというのはわかっておりましたので、なるべ
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くどうにか抑える方法はないのかということから始まっておりました。 

  ただ、先ほどから言っていますように、東口の改札についてはかなり難しい、それから跨

線橋は難しい、それから自由通路だけはＪＲでは作らせないのだということが、３本そろい

まして、最終的な段階となりまして、自由通路を設置した上で橋上化駅をするという方向性

が決まりました。 

○川上雄次君 

  ＪＲさんの対応というのが、前支社長、その前の支社長ですか、何か非常に厳しいものが

あって、前進するのが大変だったと思います。 

  その中で、今回の予算案を計上するにあたって、近隣の自治体での駅舎の建設、例えば物

井であったり、あるいは、小林とか安食とか検討したと思うのですけれども、対比されたと

思うのですけれども、その辺についてはどういう見解だったでしょうか。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  今回の事業につきましては、さまざまな駅を視察しております。榎戸駅に近いのは小林駅

が一番近いかと思います。形的には自由通路がコの字になりますので、榎戸駅と一緒になり

ます。小林駅につきましては、総事業費が１８億３千４２４万２千円、うち市の負担が１７

億４千１９９万２千円、ＪＲ負担が９千２２５万円。若干八街市の榎戸駅よりも高くついて

おりますが、形的にはかなり似ているかなというふうに思っています。 

  それから、安食駅を視察してきたのですが、安食駅につきましては、今現在、駅ホームか

らちょっと離れたところに歩道橋のような形で線路をまたいでいるものがあります。そこに、

両方にエレベーターを設置しただけ。駅ホーム内跨線橋についても何もいじっていないとい

う形で、表側だけはエレベータがついているのですが、中については何もついていないとい

うことで、ちょっとこれについては、あまり好ましくないのかなというふうには思っており

ます。 

  それから、先ほどから出ています上総一ノ宮については、八街市の榎戸と何が違うのかと

いうと、まず上総一ノ宮については、もう東口の広場が整備できている。用地的には確保で

きているんだと。それと榎戸駅につきましては、西と東で高低差が２．５メートルぐらいあ

りますので、その差がかなり大きいかなと。これもちょっとあまり参考にはならなかったと

いう点でございます。 

○川上雄次君 

  ありがとうございました。 

  それでは、今回の予算案、詳細設計につきましては、今年２月においては１７億５千３０

０万円というのが、担当課の非常にご努力もありまして、ＪＲさんとの交渉の中で見直しと

いうことで、１５億４千万円となりました。内容的にはどこのところを削って、こういう形

になったのでしょうか。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  先ほど申しましたとおり、当初の予定から４億４千万円ほどオーバーしておりました。何
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を削るかといいますと、まず、階段部分の壁をなくしております。これは自由通路の壁だけで

すが、なくしました。それから通路部分の天井、屋根はついていますが、内側の化粧の部分に

ついては、この天井をなくしております。全体の重さをなくしたことによって、杭打ちの工事

から杭の長さから変わっております。それから、なるべく使う品物については２次製品、いわ

ゆる既製品を使うということで、そのかわり作るものとか既製品以外のものは使っていないと

いうことで、かなりの額を落としております。 

○川上雄次君 

  その努力の跡が伺えて非常にありがたいなと思いますが、ちょっと気になるのは、屋根部

分があって天井部分がないのは、簡素化ということで構わないと思うのですけれども、側壁

の部分が階段ではなくなると、雨が吹いたときの横なぐりのときは、足もとがぬれたりとい

うことも考えられるのですけれども、八街駅ができたとき、フロアが、雨が降った後、エレ

ベーターを上がって、滑りやすくて転ぶ方がいたりとかしたのですけれども、この階段につ

いては、滑りにくい素材でそういったものに対処・対応とか、今後、後付けでも壁はできる

のかどうか、その辺はいかがでしょうか。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  まず、壁がなくなるということで雨が心配です。これは私たちも考えておりました。です

ので、その辺は滑りにくい材質の方にできるような形で、これは今後ＪＲとの協議の中で進

めたいと。それから壁の設置です。これは後付けですが、なかなかこれは難しい問題であり

まして、全体の重さを減らすことによって、杭打ちの杭の長さからこれを変更してしまって

おります。ですから、今後その壁部分が付けられるかどうかというのも、またＪＲの設計部

門と協議をしなければ決まらないのかなというふうに考えております。 

○川上雄次君 

  わかりました。今は、軽量化された薄くて頑丈な素材もありますので、全面壁がなくても

半分とかいろいろ工夫してもらえればと思いますので、よろしくお願いします。 

  それから、財源について、かなりいろんな論議がありましたので、この間、八街市の財政

状況も、２６年度の決算が出てきていると思うのですけれども、税収の推移はいかがでしょ

うか。財政課の方にお願いします。 

○財政課長（江澤利典君） 

  現在、平成２６年度の決算ということできております。その中で、市税全体の収入につき

ましては、予算現額から比較いたしますと、１億８千万円ほど収入増というふうになってお

ります。２５年度と２６年度を比較いたしますと、これは収入済額で比較しますと、約８千

５００万円ということで、税収につきましては、若干上向きになっているというような状況

でございます。 

○川上雄次君 

  ありがとうございました。これから本市においてもプレミアム商品券の導入が、８月の半

ば、１０日からあるということですので、さらに経済活性化で税収に結び付けると、このよ
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うになっております。 

  それから、榎戸駅を本市は八街駅に続く副次核という形で捉えております。この件に関す

る質疑もこれまでありましたけれども、駅をつくって終わりというのでなくて、ここがスタ

ートで、地域の活性化、また本市の発展に結び付けていかなければならないと、このように

思っております。このバリアフリーの榎戸駅ができれば、酒々井のアウトレットモールにも

一番至近距離のバリアフリーの駅というふうにもあると思います。そういった意味では、新

たな発展の要素、ポテンシャルが上がると、このように思いますが、本市の総合計画等につ

いての位置付けはどのように考えていらっしゃるか、お伺いします。 

○総務部長（武井義行君） 

  この件に関しまして、先ほども若干触れさせていただきましたけれども、八街市基本構想

の中で、榎戸駅周辺の整備につきましてはしっかりと記述をさせていただいております。な

お、現在、第三次基本計画を策定中でありまして、あわせまして地方版の総合戦略、これも

策定しなければいけないという時期にあります。その中でしっかり、より具体的なものを記

述していきたいなと思います。 

  それと、今、議員がおっしゃいましたように、ただ駅を整備するだけではいけないという

ことで、１つ紹介させていただきますと、この３月には、うちの北村市長、それから近隣の

山武市の椎名市長、それから酒々井の小坂町長、この３人の連盟ということで、ＪＲ千葉支

社に要望書を提出しております。その中には、普通列車の新設ですとか快速列車の増設とい

うのもあるのですが、特に榎戸駅に関連しましては、通勤時間帯における特急「しおさい」

の停車の要望ですとか、また長い編成の列車に対応できるようなホームの延伸、それから今

千葉駅側にあります榎戸踏切、これは大変危険ですので、この改修ですとか、こういったさ

まざまな要望も行っております。 

  こういった要望活動も含めながら、今後の計画等については立てていかなければいけない

と思います。当然、私たち職員はこの事業をしっかりと推進することによりまして、着実に

地域の発展、それから市の活性化につなげたいというふうに考えています。 

○川上雄次君 

  ありがとうございました。 

  １点確認したいことがあるのですけれども、西口のロータリー化が今考えられております

けれども、この前、現地調査をさせていただいた用地は、先ほどの説明の中にありましたけ

れども、この駅前の用地の先に隣接している位置指定道路が本市でも購入したとのことです

けれども、この道路を含めてのこのロータリー化の形なんでしょうか。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  先日、現場を見ていただいたときに、入っていった通路、あれが市道部分ですが、その部

分も購入しております。その部分を含めた形でのロータリーを計画しております。 

○川上雄次君 

  ありがとうございました。 
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  あと、東口の件ですけれども、先ほどご説明がありました。これは東口の左右から車が入

った場合の対策なんですけれども、もうちょっと詳しく説明していただけますか。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  東口のロータリー整備につきましては、今年度設計を組みますが、今現在、駐車場になっ

ております。舗装されておりますので、できればその形を、少しの間ですが使えるような形

を、中で車が回っているようなロータリー形式にできるかなというふうには考えているので

すが、それが難しければ、どうにか安い方向で考えていかなければいけないのかなとは思っ

ております。 

○川上雄次君 

  以前の全員協議会の説明の中で、もとのスーパーの跡地については、ＪＲの方でまだ交渉

しているというような話だったのですけれども、それの経緯をお願いします。 

○都市整備課長（大木俊行君） 

  東口の踏切側の店舗は空き店舗になっていますが、この前は、そこの用地を市の方で購入

したかったのですが、折り合いがつかなかったということです。ただ、今斜面になっている

ところについて、ＪＲとしては、あそこを一部借りて土留め方式の変更をしたいと。そうす

ることによって、全体の額も下がってくるだろうと。これは、今ＪＲがそこの所有者の方に

あたっているということで、まだ結果はきておりませんが、あたった形で、もし借りられる

のであれば借りて、その辺の工事の内容を変えて、もっと額を落としたいというふうには聞

いております。 

○川上雄次君 

  ありがとうございました。 

  いずれにしても、大変大きな事業ですが、また市民の皆さんの期待の大きな事業でもあり

ます。しっかりと取り組んでいただいて、極力早いうちに供用開始という形、完成するよう

に要望しまして、私の質問を終わります。 

○議長（湯淺祐德君） 

  以上で川上雄次議員の質疑を終了します。 

  これで通告による質疑は全て終了しました。 

  議案第１０号の討論通告受け付けのため、１５分間休憩しますので、休憩時間中に通告す

るようお願いします。 

  休憩します。 

（休憩 午後 １時４８分） 

（再開 午後 ２時０２分） 

○議長（湯淺祐德君） 

  再開します。 

  これから討論を行います。 

  討論の通告はありません。 



－２９５－ 

  これで討論を終了します。 

  これから、採決を行います。 

  議案第１０号、平成２７年度八街市一般会計補正予算についてを採決します。 

  この議案は原案のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

（起 立 全 員） 

○議長（湯淺祐德君） 

  起立全員です。議案第１０号は原案のとおり可決されました。 

  本日の日程は全て終了しました。 

  会議を閉じます。平成２７年６月第２回八街市議会定例会を閉会します。 

  この定例会は、終始熱心な審議を経て、全ての案件を議了し、ただいま閉会になりました。 

  執行部は、各議員から出されました意見を十分尊重し、市政を執行されますよう強く要望

いたしまして、閉会の挨拶といたします。 

  議員の皆様方に申し上げます。この後、議会だより編集委員会を開催しますので、関係す

る議員は第二会議室にお集まりください。 

  ご苦労さまでした。 

（閉会 午後 ２時０４分） 

 



－２９６－ 

○本日の会議に付した事件 

 １．議案第１０号 

   質疑、討論、採決 

……………………………………………………………………………………………………………… 

議案第10号 平成２７年度八街市一般会計補正予算について 



－２９７－ 

上記会議の次第を記載し、その相違ないことを証明するためにここに署名する。 
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